
平成30（2018）年

7 1 ２面…まちづくり・地域安全防災講座、陶芸体験
教室、障がいのある人と共に楽しむ講座、
子ども向け多文化共生講座　ほか

３面…子ども体験講座、谷戸セミナール、こわーい
お話を聞く会、人形劇フェスタ　ほか

206

青梅街道と所沢街道の分岐点の標識
昭和29（1954）年撮影

原田弘氏所蔵

現在の田無町一丁目交差点
撮影：松嶋	真（田無町在住）

写
真
で
見
る
　
い
ま
む
か
し

青
梅
街
道
と
所
沢
街
道
の
分
岐
点

今
月
の
一
面
特
集
で
は
、
観
察
ポ

イ
ン
ト
の
紹
介
や
写
真
の
提
供
な
ど

で
、
新
町
在
住
の
大お

お
も
り森

拓た
く
お郎

さ
ん
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
本
自
然
保
護
協
会
自
然
観
察
指

導
員
で
も
あ
る
大
森
さ
ん
は
、
15
年

余
に
わ
た
り
新
町
を
中
心
に
自
然
の

定
点
観
察
を
行
い
、
地
域
の
児
童
館

や
保
育
園
な
ど
で
子
ど
も
た
ち
に
自

然
観
察
の
指
導
を
し
て
き
ま
し
た
。

今
年
４
月
に
は
、
こ
の
間
の
記
録
を

ま
と
め
た
著
書『
季
節
の
移
ろ
い
と

気
づ
き
～
子
ど
も
た
ち
に
身
近
な
自

然
を
ど
う
伝
え
る
か
～
』を
発
行
し

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
活
動
を
支
え
る
思
い

や
考
え
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

街
を
見
渡
す
と
、
公
園
や
街
路
、

住
宅
の
庭
に
は
木
々
が
植
え
ら
れ
、

都
心
に
近
い
西
東
京
市
に
は
か
な
り

の「
緑
」
が
目
に
つ
き
、
自
然
が
残

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
最
近
、
き
れ
い
に
整
備
さ
れ

た
街
の
中
で
徐
々
に「
緑
」の
質
が
変

化
し
て
い
る
と
、私
は
感
じ
て
い
ま
す
。

畑
や
草く

さ
は
ら原
、
雑
木
林
な
ど
が
消
え

て
住
宅
地
や
広
い
道
路
に
変
わ
る

と
、
そ
こ
に
は
こ
の
土
地
に
あ
わ
な

い
め
ず
ら
し
い

樹
木
が
植
え
ら

れ
、
花
壇だ

ん

な
ど

が
作
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
に
単
一
の
植
物
だ
け
を
植
え
た

り
、
四
季
折
々
園
芸
植
物
を
植
え
替

え
た
り
す
る
環
境
は
、
多
く
は「
見

せ
か
け
の
自
然
」で
、
こ
れ
で
は
多

種
多
様
な
生
き
も
の
は
育
ち
ま
せ
ん
。

多
様
な
植
物
を
多
様
な
昆
虫
が
食
べ
、

そ
の
昆
虫
を
小
鳥
が
食
べ
る
と
い
っ

た
、
い
わ
ば
生
態
系
の
循
環
が
あ
る

環
境
こ
そ
が
本
来
の
自
然（
二
次
的

自
然
）で
す
。

多
く
あ
る
公
園
の
一
角
に
市
民
の

合
意
で
人
の
手
を
加
え
な
い
草
地
を

残
し
た
り
、
チ
ョ
ウ
の
食
草
を
植
え

た
り
、
自
宅
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
多
く

の
樹
種
の
垣
根
に
変
え
た
り
す
る
な

ど
、
一
人
ひ
と
り
が
意
識
を
変
え
、

少
し
で
も
本
来
の
自
然
に
近
づ
け
る

努
力
を
し
、
次
世
代
に
つ
な
げ
る
べ

き
で
す
。
そ
の
近
道
は
先
ず
自
然
を

好
き
に
な
る
こ
と
で
す
。

日
頃
の
活
動
や
著
書
に
は
、
自
然

と
の
共
存
を
願
う
大
森
さ
ん
の「
未

来
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
」が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

わ
が
街
を
も
っ
と
知
り
た
く
て

「
自
然
を
守
る
」は
、「
子
ど
も
を
守
る
」

お
も

〜
次
世
代
を
想
っ
て
〜

旧
田
無
市
域
で
青
梅
街
道
か
ら
分
岐
す
る
所
沢
街
道（
秩
父
往
還
）

は
、
所
沢
・
飯
能
を
経
て
秩
父
に
至
る
道
で
、
江
戸
時
代
に
は
、
秩
父

の
観
音
霊
場
を
巡
る
人
々
で
に
ぎ
わ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

大人と
一緒に！身近な“自然”を

見てみよう！

身近な“自然”を

見てみよう！
～知ってるようで、知らない近所～

〈せかい〉

～知ってるようで、知らない近所～
〈せかい〉

for
夏休み
自由研究

夏休みを利用して、早朝や夜間の自然観察をしてみませんか？　夕方から夜
にかけて開花するオシロイバナ、カラスウリ、メマツヨイグサ。そして、セミ
の羽化などが観察できます。
自然が身近にあることを感じたり、昼間とは違った自然の姿を見たり…。	

五感を使ってぶらぶら歩いてみれば、思わぬ発見をするかもしれません。
今月号では、7月末から 8月にかけての観察ポイントをご紹介します。

※セミの羽化観察については、西東京市公民館だより第182号（平成28年7月
１日発行）でも取り上げています。市ホームページでご覧になれます。

小学生のみなさん、長そで・長ズボンを着て、大人と
一緒に知らないせかいを見つけに行こう！・カラスウリのつぼみ

・メマツヨイグサのつぼみ
・地面にあるセミの穴や木に付いているセミのぬけがら
・落葉（秋に葉の落ちる）広葉樹がたくさんある所
明るい間にまちを歩いて、観察する所を探しておきましょう。

地面にセミの幼虫がはい出し
た穴があったり、草や木の枝葉
などにセミのぬけがらが付いて
いたりすると、そこで夜間に羽
化を観察できる可能性がありま
す。

宮沢賢治の『銀河鉄道の夜』にも出てくる
カラスウリの花が咲くのは、一夜かぎり。
日の出とともにしぼんでしまい、同じ花が

再び咲くことはありません。早朝の散歩では
夜が明けだすころ、カラスウリの花はしぼみはじめ、
5時ころにはレース状の花弁は姿を消します。ヒグラシ
が「カナカナカナ」と鳴き、6時ころにはアブラゼミや
ミンミンゼミが一斉に鳴きはじめます。７時ころになる
と、一晩咲いたメマツヨイグサは花を閉じはじめます。
草の葉先の朝露が太陽の光に照らされて輝く様子や木の小枝にびっし
りと縦一列に並んだアオバハゴロモの成虫を見ることもできます。

★昆虫を観察するため
に、コナラやクヌギ・
サクラなどの落葉広葉
樹がたくさんある所、
雑木林や公園などを探
しておきましょう。

★カラスウリはつ
る性植物。つぼみ
を探す時は、この
葉が目印です。

★日中、メマツ
ヨイグサの黄色
のつぼみを探し
ておきましょう。

セミの穴 セミのぬけがら

樹液に集まる昆虫（暗くなってから）

カラスウリの花　〔見頃〕18：30～

カラスウリの葉

しぼんだカラスウリの花

メマツヨイグサ　〔見頃〕19：30～

セミの羽化　〔見頃〕20：00～21：00

アオバハゴロモ

早朝、昼間のうちに見つけておくもの

協力・写真提供：大森拓郎




